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令和 6年（2024 年）

木材産業シンボルマーク

菅
野
全
木
連
会
長
挨
拶

全
木
連
の
令
和
５
年
度
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
住
宅
着
工
が
停
滞
す
る

な
ど
厳
し
い
事
業
環
境
の
中
、「
順
調

に
」
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

何
と
か
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、
林
野
庁
御
当
局
の
御
指

導
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
適
切
に
執
行
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
方
の
ご
協

力
、
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
中

東
情
勢
な
ど
、
国
際
情
勢
が
緊
迫
す

る
中
で
、
世
界
的
な
金
利
の
上
昇
や

急
速
な
円
安
の
進
行
、
電
力
・
燃
料

を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
価
の
上
昇
、

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、（
一
社
）

木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
、
全
国
木

材
産
業
政
治
連
盟
の
総
会
が
、
５
月

16
、
17
日
の
両
日
、
木
材
会
館
（
東

京
都
江
東
区
）
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
大
勢
の
会
員
が
参
加
し
た
。
総

会
に
先
立
ち
、
16
日
午
前
に
正
副
会

長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
総
会
の
進
め

方
、
当
面
の
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
、
今
後
の
方
針
が
確

認
さ
れ
た
。

【
全
木
連
総
会
】

16
日
午
後
、
最
初
に
全
木
連
の
総

会
が
開
催
さ
れ
、
平
方
群
馬
県
木
連

会
長
の
開
会
宣
言
に
続
き
、
菅
野
会

長
か
ら
の
挨
拶
、
来
賓
の
青
山
林
野

庁
長
官
、
原
田
国
土
交
通
省
木
造
住

宅
振
興
室
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。そ

の
後
、
菅
野
会
長
を
議
長
に
選

出
し
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
後
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
会
長
に
菅
野
康
則
氏
が
再
任

さ
れ
た
。
最
後
に
、
庄
司
都
木
連
会

長
か
ら
閉
会
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

総
会
を
終
了
し
た
。

総会で挨拶する菅野会長

林野庁 青山長官祝辞国土交通省 原田木造住宅振興室長祝辞

全
木
連
第

全
木
連
第
8585
回
通
常
総
会
開
催
・
全
木
協
連
第

回
通
常
総
会
開
催
・
全
木
協
連
第
6464
回
通
常
総
会
開
催

回
通
常
総
会
開
催

　
　

～

　
　

～  

全
木
連
会
長
、
木
退
共
会
長
、
全
木
政
連
会
長
に
菅
野
氏
が
再
任
、

全
木
連
会
長
、
木
退
共
会
長
、
全
木
政
連
会
長
に
菅
野
氏
が
再
任
、  

　
　
　

　
　
　

  

全
木
協
連
会
長
に
平
方
氏
が
就
任

全
木
協
連
会
長
に
平
方
氏
が
就
任  

～～
新体制の全木連 菅野新会長（右）、全木協連 平方会長 新任（中央）、本郷副会長（左）
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大
臣
賞
の
表
彰
の
要
請
は
見
送
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
の
復

活
に
向
け
て
、
積
極
的
な
応
募
を
お

願
い
し
ま
す
。

今
回
も
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
国
会
議
員
等
に
対
し
、
要
望
活

動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

予
算
の
面
で
木
材
産
業
・
木
材
利
用

に
関
す
る
施
策
を
提
案
し
、
変
化
を

起
こ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
総
会
は
、
令
和
５
年
度
の

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
役
員
の
選

任
等
が
議
題
で
す
。

皆
様
方
の
活
発
な
ご
議
論
と
円
滑

な
議
事
進
行
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
開
会
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

【
全
木
協
連
総
会
】

続
い
て
、
全
木
協
連
総
会
が
行
わ

れ
、
竹
内
広
島
県
木
連
会
長
の
開
会

の
言
葉
の
後
、
松
原
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
来
賓
の
谷
村
林
政
部
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

国
際
物
流
の
不
安
定
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

都
市
の
木
造
化
を
巡
っ
て
は
、
非

住
宅
、
事
業
用
等
の
民
間
施
設
の
木

造
・
木
質
化
の
取
組
が
引
き
続
き
進

ん
で
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
法
律
に
基
づ
く
「
建
築
物
木
材

利
用
促
進
協
定
」
締
結
の
動
き
が
本

格
化
す
る
な
ど
、
施
主
と
な
る
事
業

者
の
木
材
利
用
に
対
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

木
造
や
木
質
化
の
建
物
が
当
た
り

前
と
な
る
時
代
に
向
け
て
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
方
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。ま

た
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
施

行
が
令
和
7
年
4
月
と
決
定
さ
れ
、

今
後
、
円
滑
な
施
行
に
向
け
て
全
木

連
と
し
て
も
合
法
性
の
確
認
が
な
さ

れ
た
木
材
の
加
工
、
流
通
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
合
法
性
の
確
認
が
な
さ
れ
た
木

材
の
み
を
取
り
扱
う
と
い
う
木
材
産

業
振
興
大
会
で
の
決
議
の
定
着
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
木
連
の
独
自
の
事
業

と
し
て
４
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
審

査
対
象
、
審
査
内
容
を
全
面
的
に
見

直
し
、（
仮
称
）「
日
本
製
材
技
術
賞
」

に
衣
替
え
し
て
、
今
年
度
か
ら
実
施

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

一
年
目
で
あ
る
今
年
は
、
農
林
水
産

松
原
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
令

和
５
年
度
事
業
報
告
、
決
算
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
後
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
等
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
新
会
長
に
平
方

宏
氏
を
選
任
し
、
最
後
に
米
澤
富
山

県
木
連
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
総
会

を
終
了
し
た

松
原
全
木
協
連
会
長
挨
拶

我
が
国
で
は
地
球
温
暖
化
に
対
応

し
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
が
宣
言
さ
れ
、
森
林
を
適

正
に
管
理
し
、
林
業
・
木
材
産
業
の

持
続
性
を
高
め
な
が
ら
成
長
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

資
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
取
組

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
資
源
の

循
環
利
用
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
木
材
利
用
を
こ
の

循
環
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
森
林
整
備
を
進
め
、

温
暖
化
対
策
や
生
物
多
様
性
の
保
全
、

自
然
災
害
の
防
止
な
ど
森
林
の
多
面

的
機
能
も
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
国
民
の
ご
理
解
を
更
に
深
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
の
前
面
に
立
つ
山
村
の

地
域
社
会
・
経
済
の
持
続
的
な
発
展

を
図
る
上
で
、
地
域
の
資
源
で
あ
る

木
材
を
利
用
し
、
雇
用
や
価
値
を
創

出
す
る
林
業
・
木
材
産
業
は
、
重
要

な
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
木
材
業
界

の
発
展
が
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発

展
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、

人
口
減
少
の
趨
勢
の
中
、
木
材
業
界

と
し
て
非
住
宅
建
築
に
お
け
る
木
材

利
用
の
拡
大
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
木
材
利
用
に
対
す
る
大
き

な
流
れ
が
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
達
、
木
材
事
業
者
は
、
ユ
ー
ザ

ー
で
あ
る
川
下
の
皆
様
と
連
携
し
て
、

品
質
・
性
能
が
確
か
な
木
材
、
合
法

木
材
の
供
給
な
ど
需
要
者
に
信
頼
さ

れ
る
取
組
や
安
定
供
給
の
取
組
を
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
業
界
自
ら
努
力

と
工
夫
を
重
ね
て
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

全
木
協
連
と
し
ま
し
て
も
全
木
連

と
力
を
合
わ
せ
て
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
木
協
連
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
皆
様
に
は
、
厳
し
い
事
業
環
境

の
中
で
、
地
道
な
協
同
組
合
事
業
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
大
型
共
済
保
険
事
業

総会で挨拶する松原会長

林野庁 谷村林政部長祝辞

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て

加
入
者
の
減
等
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
安
定
的
な
運

営
の
た
め
、
更
な
る
加
入
者
の
確
保

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計

画
及
び
役
員
改
選
に
つ
い
て
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
。
後
ほ
ど
、
事
務
局

よ
り
、
提
出
議
題
に
つ
い
て
説
明
申

し
上
げ
ま
す
の
で
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
審
議
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
私
は
、
３
期
６
年
に
わ
た

り
ま
し
て
全
木
協
連
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
日
を

も
ち
ま
し
て
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。
皆
様
方
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
会
長
の
下
で
、
更
に
木
材

利
用
が
進
み
、
木
材
産
業
の
発
展
に

向
け
た
全
木
協
連
事
業
の
展
開
が
図

ら
れ
る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

【
新 

平
方
全
木
協
連
会
長
挨
拶
と

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

（
挨
拶
）

第
12
代
全
木
協
連
会
長
に
就
任
し

た
平
方
宏
会
長
は
、「
全
木
協
連
設
立

の
目
的
で
あ
る
会
員
の
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
木
材
産
業

の
経
営
の
安
定
化
、
活
動
の
活
性
化

を
図
り
木
材
業
界
の
発
展
に
取
り
組

み
た
い
。
ま
た
、
非
住
宅
分
野
を
含
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め
て
木
材
利
用
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
今
後
、「
木
の
時
代
」
が
来
る

と
思
っ
て
い
る
。」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

・
名　
　

前　

 

平ひ
ら
か
た方　

宏
ひ
ろ
し

・
生
年
月
日 

１
９
５
４
年
３
月
（
70

歳
）

・
学　
　

歴 

１
９
７
６
年 

東
京
理
科

大
学
工
学
部
卒
業

・
現　
　

職 

１
９
６
６
年 

平
方
木
材

（
株
）
入
社
、
１
９
９
２
年 

代
表
取

締
役

・
団 

体 

歴

（
中
央
団
体
）

・
２
０
２
１
年
11
月
～
現
在 

（
一
社
）

全
国
木
材
組
合
連
合
会
副
会
長

・
２
０
２
１
年
11
月 

全
国
木
材
協
同

組
合
連
合
会
副
会
長

２
０
２
４
年
５
月 

ま
で

・
２
０
２
４
年
５
月
～
現
在 

全
国
木

材
協
同
組
合
連
合
会
会
長

（
地
域
団
体
）

・
２
０
２
１
年
５
月
～
現
在 

（
一
社
）

群
馬
県
木
材
組
合
連
合
会
理
事

　

同　

会
長

全木協連 平方会長

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

○
1
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
誇
り
を

持
っ
て
木
に
携
わ
る
事
業
を
展
開

わ
た
し
た
ち
平
方
木
材
は
、
１
９

０
０
年
の
創
業
以
来
、
1
世
紀
以
上

に
わ
た
っ
て
木
に
携
わ
り
、
木
に
か

か
わ
る
事
業
に
誇
り
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
会
社
で
す
。
今
日
で
は
、

プ
レ
カ
ッ
ト
材
を
は
じ
め
と
し
た
木

材
や
建
材
、
住
宅
設
備
の
提
供
か
ら

木
工
事
、
お
取
引
先
様
の
受
注
・
業

務
サ
ポ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
お
施
主
様

向
け
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
幅
広
い
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○
木
の
良
さ
を
広
め
、
命
と
健
康
を

守
る
建
物
づ
く
り
を
推
進

木
材
は
、
再
生
可
能
な
自
然
の
恵

み
と
言
え
る
貴
重
な
資
源
で
す
。
私

た
ち
の
使
命
は
、
こ
の
木
の
良
さ
を

広
め
、
命
と
健
康
を
守
る
建
物
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
、「
社
員
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ

に
な
る
」
と
い
う
経
営
理
念
の
も
と
、

社
員
の
力
を
結
集
。
関
わ
る
仕
事
す

べ
て
に
責
任
を
持
っ
て
、
よ
い
木
造

建
築
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
は
木
の
時
代

木
は
未
来
の
人
の
た
め
に
植
え
る

も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
、
思
い
や
り

と
想
像
力
が
必
要
で
す
。
木
を
育
て

木
を
使
う
こ
と
は
、
自
然
と
の
共
生

で
あ
り
、
未
来
に
希
望
を
託
す
人
間

ら
し
い
営
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岸
田
総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問

岸
田
総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問

～～ � �

全
木
連

全
木
連  

菅
野
新
会
長
、
全
木

菅
野
新
会
長
、
全
木

協
連
協
連  

平
方
会
長
、
本
郷
副
会

平
方
会
長
、
本
郷
副
会

長長  

～～

令
和
６
年
５
月
29
日
に
全
木
連 

菅

野
新
会
長
、
全
木
協
連 

平
方
会
長
、

本
郷
副
会
長
が
総
理
官
邸
に
お
い
て
、

岸
田
内
閣
総
理
大
臣
に
新
体
制
の
ご

報
告
と
令
和
７
年
度
の
予
算
に
関
す

る
要
望
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

都
市
木
造
化
推
進
議
員
連
盟
の
活
動

ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
、
持
続
可
能
な
資

源
の
利
用
等
「
建
築
物
へ
の
木
材
利

用
に
係
る
評
価
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
環
境

省
か
ら
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算

定
・
報
告
・
公
表
制
度
（
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制

度
）
に
お
け
る
森
林
吸
収
等
の
扱
い

に
つ
い
て
」
の
説
明
、
こ
れ
に
関
す

る
取
組
と
し
て
、（
一
社
）
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進
協
議
会
か
ら
「
国

産
木
材
の
利
用
促
進
に
向
け
た
提
言

（
令
和
５
年
10
月
）」、
㈱
日
本
政
策
投

資
銀
行
か
ら
、「D

BJ Green Building

認
証
制
度
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。

〈
参
考
〉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（m
achi-m

okuzouka.jp

）

森も

林り

を
活
か
し
都ま

市ち

の
木
造
化
を

推
進
す
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る

要
望
書

我
が
国
の
人
工
林
は
今
ま
さ
に
利

用
期
を
迎
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
、

国
土
強
靭
化
、
地
方
創
生
等
の
観
点

か
ら
木
材
の
計
画
的
な
活
用
を
通
じ

て
森
林
を
保
全
し
活
力
を
維
持
し
て

令
和
６
年
２
月
20
日
、
自
民
党
本

部
に
お
い
て
「
森
林
（
も
り
）
を
活

か
す
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進

議
員
連
盟
総
会
」（
令
和
６
年
第
1
回
）

が
開
催
さ
れ
、
金
子
恭
之
会
長
代
行

兼
幹
事
長
、
島
田
泰
助
協
議
会
会
長

か
ら
の
挨
拶
の
後
、
林
野
庁
、
国
土

交
通
省
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、

経
済
産
業
省
及
び
環
境
省
か
ら
「
令

和
6
年
度
都
市
木
造
化
関
連
予
算
の

状
況
等
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
３
月
26
日
に
は
、
衆
議
院

第
二
議
員
会
館
に
お
い
て
令
和
６
年

第
２
回
の
議
連
総
会
が
開
催
さ
れ
、

林
野
庁
か
ら
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木

造
化
推
進
法
に
基
づ
く
施
策
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
、
引
き

続
い
て
協
議
会
の
本
郷
浩
二
理
事
・

事
務
局
長
か
ら
「
森
林
を
活
か
し
都

市
の
木
造
化
を
推
進
す
る
た
め
の
方

策
に
関
す
る
要
望
」
が
行
わ
れ
た
。

5
月
29
日
に
は
、
自
民
党
本
部
に

お
い
て
令
和
６
年
第
３
回
の
議
連
総

会
が
開
催
さ
れ
、
国
土
交
通
省
、
林

野
庁
及
び
消
防
庁
か
ら
「
耐
用
年
数
」、

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
基
準
合
理
化
」
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
（
中
間
報
告
）

等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
林
野
庁
か
ら
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー 両会長が岸田総理大臣表敬訪問し予算要望活動

受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

��

令
和
令
和
66
年
春
の
勲
章
・
褒
章
受
章
者

年
春
の
勲
章
・
褒
章
受
章
者
（
敬
称
略
）　　
　
　

（
敬
称
略
）　　
　
　

旭

日

小

綬

章

旭

日

小

綬

章

旭

日

双

光

章

旭

日

双

光

章

旭

日

中

綬

章

黄

綬

褒

章

黄

綬

褒

章

藍

綬

褒

章

高

嶺

清

二

田

中

隆

行

早

川

孝

男

山

田

健

二

小

松

隆

明

飴

村

雄

輔

多

田

雅

信

山

本

正

信

（
宮　
　
　
　

崎
）

（
防　
　
　
　

腐
）

（
栃　
　
　
　

木
）

（
香　
　
　
　

川
）

（
秋　
　
　
　

田
）

（
大　
　
　
　

阪
） 

（
徳　
　
　
　

島
）

（
チ　

 

ッ 　

プ
）
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ら
れ
る
中
、
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造

化
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

国
産
材
の
安
定
供
給
や
需
要
拡
大
に

向
け
た
各
種
制
度
の
一
段
の
見
直
し

及
び
再
造
林
等
の
森
林
整
備
か
ら
都

市
に
お
け
る
建
築
物
の
木
材
利
用
に

至
る
ま
で
の
多
様
な
施
策
の
創
設
・

実
施
等
が
極
め
て
重
要
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
事
項
に

つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

１
．
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
建
築
主
等
の
中
高
層
建
築
物
の

木
造
化
へ
の
取
組
意
欲
の
向
上
を
図

る
た
め
、
建
築
物
に
か
か
る
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
等
の
観
点
か
ら
木
造

化
・
木
質
化
が
評
価
さ
れ
る
方
策
を

構
築
・
普
及
し
、
税
制
、
金
融
、
会
計
、

保
険
な
ど
の
諸
制
度
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
。
特
に
、
木
造
建
築
物
の
耐

用
年
数
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
に
お
い
て
結
論
が
得
ら
れ
る
よ

う
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

２
．
木
造
建
築
物
の
魅
力
を
更
に
引

き
出
し
て
い
く
た
め
、
柱
、
梁
、
内
・

外
壁
面
へ
の
「
現
（
あ
ら
わ
）
し
」

に
よ
る
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め

の
耐
火
性
、
耐
候
性
に
関
す
る
技
術

開
発
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
防
火
・
構
造
規
定
等
関
連
す
る

制
度
の
見
直
し
を
継
続
し
、
加
速
化

す
る
こ
と
。

木
材
に
関
す
る
経
済
安
全
保
障
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
図
る
た
め
、

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
制

定
を
契
機
に
耐
火
建
築
部
材
等
の
技

術
革
新
が
進
み
、
中
高
層
建
築
物
等

の
木
造
化
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
、
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

等
の
流
れ
も
あ
っ
て
、
大
都
市
を
中

心
に
民
間
の
中
高
層
建
築
物
の
木
造

化
・
木
質
化
も
着
実
に
進
み
始
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
先
生
方
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
令
和
３
年
に
「
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
・
施
行

さ
れ
、
対
象
が
民
間
建
築
物
に
ま
で

拡
が
る
と
と
も
に
、
木
材
利
用
促
進

本
部
の
設
置
に
よ
り
国
を
挙
げ
て
の

取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
事
業

者
等
と
の
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
は
国
、
地
方
公

共
団
体
合
わ
せ
て
１
２
５
件
に
達
し
、

さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

木
材
は
、
製
造
時
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
が
極
め
て
少
な
く
、
か
つ
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
木

造
建
築
物
と
し
て
使
用
さ
れ
る
間
は

森
林
が
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素
を
再

び
大
気
に
放
出
す
る
こ
と
な
く
、
炭

素
を
貯
蔵
す
る
な
ど
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
確
実
に
貢
献
で
き
、
し
か
も

再
生
産
が
可
能
な
資
源
で
す
。

森
林
・
林
業
の
持
続
可
能
性
や
木

材
に
関
す
る
経
済
安
全
保
障
が
求
め

合
法
伐
採
及
び
再
造
林
等
の
森
林
整

備
の
推
進
、
路
網
や
木
材
加
工
流
通

施
設
の
整
備
等
に
よ
る
供
給
力
強
化
、

林
業
・
木
材
産
業
の
担
い
手
の
確
保
、

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
に
至
る
ま
で

の
国
産
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

普
及
・
拡
大
、
地
域
に
お
け
る
建
築

物
木
材
利
用
促
進
協
定
締
結
者
の
実

践
活
動
へ
の
支
援
、
協
定
締
結
促
進

の
た
め
の
関
係
省
庁
の
予
算
や
優
遇

措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

３
．
地
方
都
市
等
に
お
い
て
、
地
元

の
建
設
関
連
事
業
者
が
地
域
材
を
使

用
し
て
中
大
規
模
、
中
層
の
木
造
建

築
物
等
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
向
け
、
地
域
の
設
計
者
、
施

工
者
の
間
で
広
く
展
開
で
き
る
構
法

及
び
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
部
材

供
給
等
の
枠
組
み
の
整
備
の
た
め
の

関
係
省
庁
の
予
算
や
支
援
措
置
を
拡

充
す
る
こ
と
。

４
．
持
続
性
の
担
保
さ
れ
た
木
材
が

求
め
ら
れ
る
国
際
社
会
の
潮
流
に
あ

っ
て
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
実

践
す
る
国
内
林
業
を
支
援
し
、
そ
の

森
林
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
の
優
先

的
利
用
を
国
民
・
企
業
へ
普
及
・
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
循

環
利
用
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
普
及

す
る
こ
と
。

令
和
６
年
３
月
26
日

森
林
（
も
り
）
を
活
か
す
都
市
（
ま

ち
）
の
木
造
化
推
進
協
議
会

　
　
　
　

会 

長 　

島 

田 

泰 

助

○林業・木材産業を営む方（注1）であれば、どなたでもご利用が可能（注2）です。

○保証料率は財務内容により、年0.15％から1.80％が適用されます。

○仕入れや人件費の支払い、加工設備の導入等の事業資金全般が対象です。

○都道府県が無利子や低利で貸し付ける「制度資金」への保証も可能です。

詳しくはこちらへ
独立行政法人農林漁業信用基金
林業信用保証管理部 ℡03-3434-7825
https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html

注１：造林・育林、素材生産、木材・木製品製造、
林業種苗生産、薪炭生産、きのこ生産、
木材卸売等、木材製品利用が対象です。

注２：ご利用には審査があります。
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（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
及

び
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
は
、

第
15
回
「
新
た
な
木
材
利
用
事
例
発

表
会
～
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
普
及
拡
大
に
向

け
て
」
を
令
和
６
年
１
月
29
日
（
月
）

13
：
30
～
16
：
20
、
木
材
会
館　

7

階
ホ
ー
ル
で
の
会
場
参
加
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

参
加
と
の
併
用
に
よ
り
開
催
し
た
。

発
表
会
に
は
木
材
関
係
業
界
の
ほ

か
、
建
築
・
設
計
、
土
木
、
家
具
・

建
具
、
行
政
・
地
方
公
共
団
体
等
、

幅
広
い
業
種
の
方
々
を
含
め
、
会
場

約
70
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
約
３
０
０
名
が
参

加
し
た
。

開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、
多
大
な

ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
た
い
。

１　

開
催
日
等

日　

時　

令
和
６
年
１
月
29
日
（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
20
分

場　

所　

木
材
会
館
７
階
ホ
ー
ル
（
東

京
都
江
東
区
新
木
場
1
―

18
―

8
）、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

主　

催　

一
般
社
団
法
人　

全
国
木

材
組
合
連
合
会
、
木
材
利
用
推
進

中
央
協
議
会

後　

援　

林
野
庁
、国
土
交
通
省
、（
公

財
）
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン

タ
ー
、（
一
財
）
日
本
木
材
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー

参　

加　

木
材
関
係
、
建
築
・
設
計
、

土
木
、
家
具
・
建
具
、
行
政
・
地

方
公
共
団
体
等　

会
場　

約
70
名
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
約
３
０
０
名

２　

事
例
発
表

○
第
一
部　

13
：
35
～
13
：
55

「
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
供
給
・
利
用
の
拡

大
に
向
け
て
」

林
野
庁
林
政
部
木
材
産
業
課
上
席

木
材
専
門
官　

鈴
木
清
史
氏

○
第
二
部　

13
：
55
～
14
：
25

「
木
材
供
給
体
制
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
生
産

の
取
り
組
み
」

協
和
木
材
株
式
会
社　

専
務
取
締

役　

佐
川
和
佳
子
氏

○
第
三
部　

14
：
25
～
14
：
55

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に

向
け
た
木
材
利
用
の
取
組
と
Ｊ
Ａ
Ｓ

材
へ
の
期
待
」

株
式
会
社
竹
中
工
務
店　

木
造
・

木
質
建
築
推
進
本
部

シ
ニ
ア
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア　

小

林
道
和
氏

○
第
四
部　

15
：
05
～
15
：
35

「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
国
産
木
材
の

活
用
状
況Planet Project

」

日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会
社 

店

舗
開
発
本
部 

設
計
建
設
部 

投
資
モ

デ
ル
最
適
化
部　

部
長　

佐
藤
弘
樹

氏３　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
な
ぜ
木
材
を
利
用
す
る
の
か
」

〈
パ
ネ
ラ
ー
〉

鈴
木
清
史
氏
、
佐
川
和
佳
子
氏
、

小
林
道
和
氏
、
佐
藤
弘
樹
氏

第第
1515
回
「
新
た
な
木
材
利
用
事
例
発
表
会
～

回
「
新
た
な
木
材
利
用
事
例
発
表
会
～

Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
普
及
拡
大
に
向
け
て
」
の
概
要
」
の
概
要

Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
普
及
拡
大
に
向
け
て
」
の
概
要
」
の
概
要

ミス日本みどりの大使
安藤 きらり
あんどう きらり

未来に繋がる豊かな緑を守り育ててきた取り組みや、生活に根ざした日本の木の文化の大切さと素晴らしさを伝え、
みどりと木への親しみを広める役割を担います。

・出　身　地　　東京都
・年　　　齢　　２３歳
・職　　　業　　大学生
・身　　　長　　1６０ｃｍ
・趣　　　味　　水泳、鶏の飼育
・特　　　技　　チアダンス、鶏の爪を整えること
・将来の希望　　子供たちの将来を豊かにすること

★ミス日本みどりの大使の役割

“２０２４ミス日本みどりの大使を紹介します”

（プロフィール）

2015年より森林・林業・木材産業の応援団として活動してきました。各種イベントでのご活躍に期待しています。

お問い合わせ先：国土緑化推進機構 ℡ 03-3262-8451



令和 6年 6月26日（水曜日）� （第 696 号）全　木　連　時　報

景　況　調　査
令和6年 5月分集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１５６　回答１０２　回収率６５％　　　　　　　 〔製造部門〕 モニター数１３４　回答数９５　回収率７１％

・当月の状況 ・当月の状況

販 売 量 増　加１１％（１１） 変わらず５６％（５５） 減　少３３％（３２） 販 売 量 増　加２０％（１９） 変わらず５４％（５１） 減　少２６％（２５）

仕 入 量 増　加１１％（１１） 変わらず５１％（５０） 減　少３８％（３７） 仕 入 量 増　加１４％（１３） 変わらず５４％（５１） 減　少３３％（３１）

販売価格 上　昇　４％（　４） 変わらず８７％（８５） 下　降　９％（　９） 販売価格 上　昇　５％（　５） 変わらず８１％（７７） 下　降１４％（１３）

仕入価格 上　昇１３％（１３） 変わらず８１％（７９） 下　降　６％（　６） 仕入価格 上　昇　７％（　７） 変わらず８４％（８０） 下　降　８％（　８）

・来月の見通し ・来月の見通し

販 売 量 増　加２０％（２０） 変わらず６１％（６０） 減　少１８％（１８） 販 売 量 増　加２０％（１９） 変わらず６３％（６０） 減　少１７％（１６）

仕 入 量 増　加２０％（２０） 変わらず６４％（６３） 減　少１５％（１５） 仕 入 量 増　加１４％（１３） 変わらず６５％（６２） 減　少２１％（２０）

販売価格 強含み１１％（１１） 保ち合い８３％（８１） 弱含み　６％（　６） 販売価格 強含み　６％（　６） 保ち合い８１％（７７） 弱含み１３％（１２）

仕入価格 強含み１５％（１５） 保ち合い７９％（７７） 弱含み　６％（　６） 仕入価格 強含み１１％（１０） 保ち合い８１％（７７） 弱含み　８％（　８）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み ３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み

米　　材 １６％（１１） ７１％（４９） １３％（　９） 米　　材 ３０％（１０） ４８％（１６） ２１％（　７）

南 洋 材 １６％（　９） ７９％（４５） 　５％（　３） 南 洋 材 ３６％（　８） ５０％（１１） １４％（　３）

北洋材（欧州材を含む） ４２％（２７） ４９％（３２） 　９％（　６） 北洋材（欧州材を含む） ３３％（　９） ５６％（１５） １１％（　３）

国 産 材 　８％（　７） ７３％（６１） １９％（１６） 国 産 材 １０％（　９） ５６％（５０） ３４％（３１）

建　　材 ２６％（１７） ６２％（４０） １２％（　８）

・プレカットの動向 ・プレカットの動向

発注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 受注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上

４３％（２６） ５２％（３２） ５％（　３） ４９％（１８） ４１％（１５） １１％（　４）

■ 電話番号表

部署名 番号（直通）
代表番号（総務部） 03－6261－9140
総務 ・ 経理 ・ 木材産業退職金共済会 03－6261－9140
木材利用推進中央協議会

03－6261－9134木材表示推進協議会
日本ツーバイフォーランバーJAS 協議会
全国木材産業政治連盟

03－6261－9135
森林を活かす都市の木造化推進協議会
総会 ・ 理事会

03－6261－9136
外国人材 ・ 作業安全
合法木材 ・ クリ－ンウッド法 03－6261－9137
全国木材協同組合連合会 03－6261－9138
全国木造住宅機械プレカット協会 03－6261－9139

FAX番号（全部門共通） 03－6261－9133

新事務所のご案内　～ 令和 6 年 6 月10日から業務を始めました ～

＜団　体　名＞
（一社）全国木材組合連合会、全国木材協同組合連合会、（一社）木材産業退職金共済会、
全国木材産業政治連盟、木材利用推進中央協議会、（一社）木材表示推進協議会、

（一社）全国木造住宅機械プレカット協会、日本ツーバイフォーランバー JAS 協議会、
森林を活かす都市の木造化推進協議会

◆新事務所
　　全国町村議員会館（ 6 階）
　　〒102－0082　東京都千代田区一番町25番地

◆アクセス
　　地下鉄
　　・地下鉄半蔵門線半蔵門駅　 4 番出口直ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　 3 ・ 5 番出口徒歩 2 分
　　・地下鉄有楽町線麹町駅　　 3 番出口より徒歩 6 分
　　タクシー
　　・東京駅より約20分

事務室木質化エントランス


